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日
常
会
話
が
で
き
る
技
術
習
得

「
児
玉
郡
市
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
・
基
礎
課
程
」
を
開
催

　

聴
覚
障
害
者
の
生
活
と
福
祉
制
度

の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
手
話
で
日

常
会
話
を
行
う
た
め
に
必
要
な
技
術

を
習
得
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
７
日
～
12
月
17
日
の
毎
週

火
曜
日
（
休
み
あ
り
）
の
全
27
回

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場
＝
児
玉
公
民
館　

会
議
室
２
・

３
（
第
４
火
曜
日
の
み
調
理
室
）

定
員
＝
30
名
（
先
着
順
）

対
象
＝
本
庄
市
児
玉
郡
在
住
・
在
勤

で
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門

課
程
を
修
了
し
た
か
た
、
ま
た
は
同

等
の
技
術
・
知
識
を
有
す
る
か
た

費
用
＝
３
、２
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

申
込
み
＝
４
月
８
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ

※
託
児
を
希
望
の
か
た
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
＝
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
24
‐
２
７
５
５

日
時
＝
５
月
10
日
～
11
月
１
日
の
毎
週

金
曜
日
（
8
月
16
日
を
除
く
）
の
全

25
回　

午
前
10
時
～
正
午

会
場
＝
本
庄
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ　

活
動
室
D
）

定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）

対
象
＝

①
本
庄
市
・
児
玉
郡
内
在
住
で
、
こ
の

講
座
終
了
後
は
手
話
通
訳
者
養
成

講
座
を
受
講
す
る
意
思
の
あ
る
か
た

②
手
話
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
修
了

し
た
か
た

③
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
修
了
し

た
か
た

費
用
＝
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

申
込
み
＝
電
話
ま
た
は
直
接
本
庄
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ

問
合
せ
＝
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
22
‐
７
２
７
５

今
を　

未
来
を　

守
る
!!

２
０
１
９
年
度

　

自
衛
官
募
集
案
内

【
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
！
】

一
般
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯
科
・

薬
剤
科
）
採
用
試
験

受
付
期
間
＝
５
月
１
日
㈬
ま
で

【
現
場
の
ス
ペ
リ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
る
！
】

一
般
曹
候
補
生
採
用
試
験

受
付
期
間
＝
５
月
15
日
㈬

受
験
資
格
＝
18
歳
以
上
33
歳
未
満

【
締
切
直
前
！
】

家
族
・
進
路
説
明
会

日
程
＝
４
月
30
日
㈫
・
５
月
１
日
㈬　

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
＝
熊
谷
地
域
事
務
所

※
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
＝
自
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部　

熊
谷
地
域
事
務
所

　

☎
０
４
８
‐
５
２
２
‐
４
８
５
５

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

国
税
専
門
官
（
国
家
公
務
員
）

を
募
集
し
ま
す

　
　

受
験
資
格
＝

◎
平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た

◎
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
か
た
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
か
た

　

①
大
学
を
卒
業
し
た
か
た
お
よ
び

平
成
32
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒

業
見
込
み
の
か
た

　

②
人
事
院
が
①
に
揚
げ
る
か
た
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
か
た

申
込
期
間
＝
４
月
10
日
㈬
ま
で

申
込
方
法
＝
原

則
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込

み
試
験
日
＝

　

第
一
次
試
験　

６
月
９
日
㈰

　

第
二
次
試
験　

７
月
11
日
㈭
～
19

日
㈮
の
い
ず
れ
か
（
第
一
次
試
験

合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
）

問
合
せ
＝

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　

☎
０
３
‐
３
５
８
１
‐
５
３
１
１

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係

　

☎
０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

美
里
町
青
少
年
相
談
員
募
集

　

青
少
年
相
談
員
と
は
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
「
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
」
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
助
け
る
た
め
に
活
動

す
る
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
、
体

験
活
動
を
通
し
て
一
緒
に
成
長
し
ま

せ
ん
か
！？

対
象
＝
18
歳
か
ら
30
歳
ま
で
の
か
た

で
、
美
里
町
な
ど
の
活
動
・
研
修

に
参
加
で
き
る
か
た

問
合
せ
＝
住
民
福
祉
課　

戸
籍
福
祉

係　

☎
76
‐
５
１
３
２

美里町公共交通(タクシー)
利用料金補助事業
　町では、住民ニーズに合った利便性
の高い公共交通サービスとして、自動
車運転免許証の交付を受けていないか
たなどに、タクシーを利用した「公共
交通 ( タクシー) 利用料金補助事業」を実施しています。
　日常生活において必要とされる医療機関・買い物場
所・公共施設・金融機関・駅への移動手段確保として、
タクシー券を交付します。

■利用券の額など 
年間交付限度枚数＝72枚（500円券）36,000円分
使用限度＝１回の乗車につき３枚（1,500円）まで
�■利用目的�　
美里町を発着とする通院、通所、買い物場所・公共施
設・金融機関・駅への移動
�■対象者 
自動車運転免許証の交付を受けていないかた（40歳以
上）など
�■申請方法 
総合政策課の窓口で受付をしています。
※利用者証を作成しますので、本人の写真が必要です。
※ご家族のかたなど、代理申請でも受け付けします。

タクシー運賃の一部を助成します！

問合せ＝総合政策課　まち創生係　☎76-1114

学
ん
で
伝
え
よ
う
!!

平
成
31
年
度　

手
話
通
訳
者

養
成
講
座
（
準
備
コ
ー
ス
）

申込み先ＱＲコード

善意のご寄附、
ありがとうございます

速水梅子様　
寄附金　１，０００，０００円

速水様からいただいたご厚情は、
美里町立図書館の児童用図書購入
のために活用させていただきます。

　平成30年北海道胆振東部地震により被
災された皆さまに、心からお見舞い申し上
げます。
　皆さまからお預かりした義援金の総
額は、8,374円（３月末現在）となりま
したので、ご報告させていただきます。
　ご協力いただいた義援金は、日本赤十
字社を通じて被災地にお届けしました。た
くさんのご支援ありがとうございました。

問合せ＝ 
　総務税務課　総務係　☎76-1115
　美里町社会福祉協議会　☎76-3601

平成30年北海道胆振東部地震

肩か
た

越ご

し
の
君き

み

の
笑え

が
お顔
の
ま
ぶ
し
け
れ

　
押お

し
合あ

い
て
乗の

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
か

 

中（
沼
　
上
）里　

合
江

老お
い
が
み神
の
若わ

か

き
主あ

る
じは
赤あ

か
ご子
抱だ

く

　

雪ゆ
き
み見

旅は
た
ご籠

の
至し

ふ
く福

の
一ひ

と
と
き刻

 

清（
大
　
仏
）水

ミ
ヨ
子

小ち
い

さ
く
て
見み

お落
と
す
程ほ

ど

の
柊

ひ
い
ら
ぎが

　

庭に
わ
さ
き先
の
冬ふ

ゆ

教お
し

え
て
く
れ
る須（

北
阿
那
志
）
賀　

茂
子

小こ

も

だ

茂
田
の
田た

ひ
ば
り
の
初は

つ
な鳴
き
春は

る

を
聞き

き

　

気き
ぶ
ん分

さ
わ
や
か
散さ

ん
ぽ歩

た
の
し
む

 

原（
小
茂
田
）
　

武
久

初は
つ
は
る春

の
誓ち

か

い
は
す
で
に
危あ

や

ぶ
ま
れ

　

言い

う
は
た
や
す
く
行お

こ
な

う
は
難か

た

し

飯（
小
茂
田
）島　

美
智
子

カ
レ
ン
ダ
ー
一い

ち
ま
い枚

め
く
れ
ば
立り

っ
し
ゅ
ん春

と

　

書か

か
れ
た
文も

じ字
に
心こ

こ
ろ
は
ず弾

み
ぬ

小（
大
　
仏
）林

カ
ツ
子

茶ち
ゃ
し
つ室
に
て
雪ゆ

き
み見
障し

ょ
う
じ子
を
開あ

け
放は

な

し

　

初は
つ
ゆ
き雪

舞ま

い
て
眺な

が

め
至し

ふ
く福

を

 

福（
駒
　
衣
）島

惠
美
子

ぼ
ん
ぼ
り
に
灯あ

か
り

を
と
も
し
夕ゆ

う
げ餉
に
は

　

み
ん
な
で
作つ

く

る
特と

く
せ
い製
ち
ら
し

 

原（
下
児
玉
）田　

淳
子

飄ひ
ょ
う
ひ
ょ
う々と
樹か

わ皮
の
み
で
立た

つ
ケ
ヤ
キ
の
木き

　

昔む
か
し

の
落ら

く
ら
い雷

我わ

が
家や

の
不ふ

し

ぎ

思
議

 

有（
中
　
里
）馬　

康
博

寒か
ん
ち
ゅ
う

中
に
枝え

だ
き切

る
庭に

わ
し師

さ
ば
く
手て

に

　

六ろ
く
じ
ゅ
う
よ
ね
ん

十
余
年
技わ

ざ

こ
こ
に
あ
り

 

有（
中
　
里
）馬　

千
代

明
け
初そ

め
る
空
暮
れ
泥な

ず

む
空
の
色

　

豊
か
さ
伝
え
る
言
葉
を
持
た
ず

 

丸（
駒
　
衣
）山　

好
子

（出典：わたしたちの手話（３）
／（一財）全日本ろうあ連盟発行）

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
ふ
り
が
な
等
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

～鼠
ねずみ

～

人差指、中指を口の前で
屈伸させる

 

短
歌

義援金にご協力
ありがとうございました！


